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赤外放射温度計の簡易的面積効果測定 
 

佐藤 弘康（日本電気計器検定所 標準部） 

 

1. はじめに 

近年、波長 10 μm 帯を主要な測定波長とする赤外放射温

度計は幅広い分野の温度測定に使われるようになった。こ

れらの赤外放射温度計は、実際はメーカーが公表する測定

視野よりも広い視野の赤外線を受光し温度を算出してい

る。つまり、公表されている測定視野外の熱源の有無によっ

て表示温度が変わることがある。この現象は面積効果(SSE: 

Size-of-Source Effect)と呼ばれている(1)～(6)。低価格の赤

外放射温度計ほど面積効果の影響は大きく、校正条件によ

って校正結果が変わる可能性があるため、その評価は必要

である。本稿では、従来より簡易な評価方法(7)を報告する。 

2. 面積効果測定 

 面積効果の測定に使用する放射光源は、近赤外放射温度

計（波長 0.65 μm～1.6 μm）と赤外放射温度計（波長 10 

μm 帯）では異なる。前者の近赤外放射温度計の場合は、積

分球の出力波長に近赤外が含まれるため、積分球を均一光

源として利用できる。一方、後者の赤外放射温度計の場合は

積分球の出力波長外のため、別の均一熱源が必要となる。過

去の報告例(8)(9)においては、均一熱源として大口径の黒体炉

や平面発熱体を使用し、熱源前面に設置した円形絞りのサ

イズを変更しながら面積効果による出力の増減を評価して

いる。重要なことは、絞りが熱源の放射熱により温度が上昇

しないよう温度を一定（通常は室温）に保つことにある。絞

りが加熱すると絞り自体から発する赤外線を余計に検出し

てしまうため、面積効果測定にならない。この手法の難点

は、温度を一様かつ一定に保った複数の絞りを用意しなけ

ればならないことにあり、評価結果はその温度維持の程度

に大きく依存する。絞り交換が必要でないスキャニング法
(10)(11)も提唱されているが、測定後の数値演算処理が難解で

あり実施は容易ではない。 

3. 測定原理 

従来手法による赤外放射温度計の面積効果の測定は、無

限に広い温度均一平面に赤外放射温度計を向けて測定した

ときの出力値と、絞りを設置したときの出力値との比を算

出する。本稿の測定方法は、微小面積の熱源を使用し、熱源

が視野を横断していくように放射温度計を移動させながら

測定する。熱源面積が小さいため装置が簡易なもので十分

であり、絞りも使用しない。その測定原理を紹介する。 

十分に長く、幅は放射温度計の測定視野よりも狭いスリ

ット状の温度均一熱源があると仮定する。このスリット熱

源の中央に放射温度計視野の中心を合わせ測定する。この

ときの放射温度計の出力は、スリットを微小面積に分けた

とき、その微小面積を熱源とする放射温度計の出力の総和

に等しい、と考えることができる（図 1）。そこで、微小面

積の熱源を横方向に移動させながら放射温度計出力を測定

し、各位置における出力の積分値がスリット熱源の出力と

等価になるはずである（図 2）。 

次に、スリット熱源に絞りを設置して面積効果を測定す

ることを考える。この場合は図 3のように、全範囲の積分値

と、範囲を限定した積分値との比として表せる。つまり、図

2のような感度分布情報を得ることができれば、絞りを使わ

ずに面積効果を計算することが可能になる。 
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図 1 スリット熱源と微小熱源を使用した測定 
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微小熱源の位置 

図 2 微小熱源の移動による測定 
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4. 装置概要と測定結果 

図 4に装置略図を示す。熱源として温度計校正装置を利用

し、そこに挿入した銅の丸棒（直径 6 mm）の断面を微小熱

源とした。赤外放射温度計は電動スライダに固定し、遮蔽板

に対して平行に水平方向に移動させながら測定することで

図 2のような測定結果を得る。遮蔽版のサイズは 300 mm×

300 mm で、赤外放射温度計の移動距離は±50 mm である。

測定視野は直径 30 mm 程度であり、外界の放射の影響は少

ないとみなしている。 

国内で比較的多く使用されている 3 機種の赤外放射温度

計の測定を行った。その結果を図 5に示す。なお、横軸は測

定距離に依存しない量として視野の角度(deg.)を用いた。3

台を a、b、cとして区別する。このうち aは放射率可変タイ

プであり、1.00 に設定して測定した。b と c は放射率 0.95

固定タイプであり、計算で放射率 1.00 相当の出力に変換し

た。メーカーから公表されている諸性能は表 1 のとおりで

ある。 

 

5. おわりに 

本稿の手法により、従来の絞りを使用した手法よりも簡

易な装置で面積効果測定を実施することが可能になる。具

体的な不確かさの数値の推定にはまだ議論の余地があり、

継続して調査予定である。 
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図 3 絞りを設置した状態の面積比 
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図 4 装置略図 

機種 DS比 視野角(deg.) 温度範囲(℃)

a 12:1 9.5 -30～650

b 10:1 11.4 -30～550

c 11:1 10.4 -60～500

表 1 DS 比、視野角及び温度範囲 
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図 5 3 機種の放射温度計の面積効果 


